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「市民と学生の交流の場に…学生が市内にカフェバーを経営」
木村ゼミ「Cafe project」

2006年９月１日、私たち小樽商科大学木村ゼミの学生10人で企画し
たお店がオープンしました。場所は小樽色内２丁目で、カフェバー
の「Cafe project」というお店です。営業は、学業をおろそかにしな
いために金土日の夜６時から12時までの週末営業となっています。
10人の学生が各々の得意な分野で活動や企画、実践をしてメニュー
や内装などを決めています。店をオープンするきっかけとなったの
はゼミ生の西本みゆきさんがゼミ面談の時に「卒業後にカフェをや
ってみたい」と話したことです。その話に興味を持った、僕を含め
四人のメンバーがプロジェクトを発足しその後10人と仲間を増やし
９月のオープンにこぎつけました。
私たちのこのお店には、小樽の市民と学生との交流の場の提供と

いうコンセプトがあります。しかし現在の状況は店の経営を続けて
いくための基本的な動きを学習するのに手一杯の状態で、コンセプ
ト実現のための具体的な行動はできていません。オープン後２ヶ月
が経った今、そのコンセプト実現のための行動を起こすことが課題
となっています。
学校に行きながらお店を経営していくのはとても大変で身体的に

も厳しいですが、学校では学べないことや様々に貴重な経験などが
出来ているのでこれからもがんばっていこうと思います。
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「宮里藍選手のキャディを務めました！」
９月に苫小牧で行われた、日本女子プロゴルフ選手権コニカミノ

ルタ杯で、宮里藍さんは日本復帰初戦を大会最年少優勝で飾りまし
た。自分がその偉業を一番近くで見ていたということは今でも信じ
られません。
直前に専属キャディが体調を崩してしまい、アルバイトとして参

加する予定だった僕が代役を務めることになったのですが、まさか
こんな貴重な経験ができるとは思いませんでした。
四日間さすがに緊張しました。あれだけの大観衆の中を歩くのは

初めてのことで堅くなっていたのですが、彼女はそんな僕を気遣い、
「大学ってやっぱり楽しいですか？」「小樽ってどんな街ですか？」
と緊張を和らげてくれました。そして優勝という最高の結果で大役
を終えることができましたが、そのとき充実感は一生忘れることは
できません。
期間中僕を支えてくれた大会関係者や、ボランティアの方々、学

生アルバイトの仲間、そして宮里さんには本当に感謝しています。
最高の四日間をありがとうございました！
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NEWS商大生頑張ってます！
商大の学生は、個人やサークル、またゼミ単位でユニークな活動を行っていますが、今回は、新聞でも紹介
され、注目を集めた２人の学生から寄稿していただきました。

▲右から、谷本貴之君、西本みゆきさん、笠井猛君
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